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1　は　じ　め　に

青森県では近年ビニールハウス等施設を利用したユリ類

の切花栽培が盛んになている。

平成二年度のユリ類の生産額（約1，620万円）の前年対

比は144で，今後更に増加すると考えられる。

このため，シンテッポウユリのりん片を利用した夏秋出し

栽培（ビニールハウス）において，りん片の重さ及び育苗条

件が採花期及び切花品質に及ぼす影響を2か年検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試品種：■Fl銀河1号”，■F．銀河2号’

（2）りん片の重さ：①0．3～0．4g，②0．5～0．9g．③1．0g

以上

（3）育苗条件（鉢上げ後）：①冷床，②電熱温床

1989年の育苗条件の期間は2月1日から4月3日．1990

年は2月19日から3月29日である。

（4）りん片ざし：2か年とも，前年の12月上旬に育苗箱

にりん片ざしした。用土は川砂。育苗箱は電熱温床保温マッ

トトンネル内（最低気温約10℃）で管理した。

（5）鉢上げ：発根したりん片を1989年は1月11～13日，

去1月別採花割合と切花品質

1990年は1月19日に2．5号黒色ポリポットに鉢上げした。

鉢上げ用土は黒土：ピートモスが1：1である。

（6）定植期：1989年は4月3日．1990年は3月29日で

ある。

（7）栽培環境：無加温ビニールハウス内で，黒色ポリマ

ルチを行った。保温マットトンネルは定植直後から1989年

は5月8日まで，1990年は4月23日まで行った。

（8）栽植様式：1989年は，うね幅160cm，条間12cm，

株間24cmの8粂植え．1990年は，うね幅160cm．条間12

～36cm，株間12cmの6粂植え。

（9）施肥量（全量基肥，kg／a）ニ1989年は堆肥200N：

P205：K。0＝1：1：1，1990年は堆肥のみ200。

qO）区制：1989年は，1区制で1区48株，1990年は，2

区制で，l区24株。

3　試験結果及び考察

（1）採花状況

1989年ニ「F．銀河1号」は8月の採花割合が高かった。

りん片の重さによる影響判然としなかったが，冷床が電熱

温床より採花時期が早い傾向であった。

「F，銀河2号」は「F．銀河1号」より開花が遅れ，りん

（1989年青森畑園試）

品 種

育 苗 り ん 片 の 月 別 採 花 割 合 （％ ） 切 花 良 否 数 切 花 垂 禁 莞 基

（cm ） 佃 ） （g 】 （本）条 件 重　　 さ
7 月　 8 月　 9 月 10 月 1 1月

F l 冷 床

0 ．3 ” 0 ．4 g 0 ．0　 6 2 ．5　 2 5 ．0 1 2 ．5　 0 ．0 1 38 ．8　　 2 ．6　 1 36 ．7　　 1．2

0 ．5 ～ 0 ．9 g 0 ．0　 7 7 ．0　 2 2 ．0　 1 ．0　 0 ．0 13 3 ．2　　　 2 ．6　 12 2 ．7　　 1．3

銀

河

1．0 g 以 上 6 ．0　 5 6 ．0　 2 9 ．0　 6 ．0　 3 ．0 14 0 ．9　　　 2 ．5　 12 9 ．3　　 1．4

温 床

0 ．3 － 0 ．4 g 0 ．0　 4 9 ．0　 3 9 ．0 12 ．0　 0 ．0 13 9 ．9　　　 3 ．1　 14 7 ．8　　 1．0

‾与■
0 ．5 － 0 ．9 g 2 ，0　 4 7 ．0　 3 7 ．0 10 ．0　 4 ．0 14 5 ．4　　　 2 ．8　 14 5 ．9　　 1．1

1 ．0 g 以 上 0 ．0　 6 1．0　 2 5 ．0 12 ．0　 2 ．0 15 0 ．0　　 2 ．9　 15 3 ．3　　 1．2

F l 冷 床

0 ．3 ～ 0 ．4 g 0 ．0　 2 6 ．0　 3 6 ．0　 3 2 ．0　 6 ．0 1 37 ．6　　　 2 ．7　 17 0 ．4　　　 0 ．7

0 ．5 ～ 0 ．9 g 0 ．0　 16 ．0　 4 2 ．0 10 ．0　 3 2 ．0 1 54 ．6　　　 3 ．3　　 2 0 6 ．2　　　 0 ．4

銀

河

1 ．0 g 以 上 0 ．0　 3 8 ．0　 4 4 ．0 15 ．0　 3 ．0 14 6 ．4　　　 2 ．9　 17 0 ．8　　 1 ．0

温 床

0 ．3 － 0 ．4 g 0 ．0　　 0 ．0　 2 7 ．0　 5 5 ．0 18 ．0 15 5 ．6　　　 3 ．4　　 22 2 ．9　　　 0 ．4

ち
0 ．5 ～ 0 ．9 g 0 ．0　 4 0 ．0　 4 0 ．0　 20 ．0　 0 ．0 14 4 ．9　　　 4 ．7　　 2 56 ．2　　　 0 ．4

1．0 g 以 上 0 ．0　 2 5 ．0　 3 9 ．0　 32 ．0　 4 ．0 14 7 ．2　　　 3 ．4　　 2 06 ．0　　　 0 ．7
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表2　月別採花割合と切花品質　　　　　　　　　　　（1990年舌森畑園試）

品 種

育 苗 りん 片 の 月 別 採 花 割 合　 l％） 切 花 長 蕾 数 切 花 重 雷 荒 芸

（cm ） （個） lg ） 体 ）条 件 重　　 さ
7 月　 8 月　 9 月 10 月 11月

F l

鎚

河

冷 床

0．3 ” 0 ．4 g 13 ．0　 8 5．0　 2．0　 0 ．0　 0 ．0 16 0．1　　 3．1 16 6．2　　 1．3

0．5 － 0．9 g 5 ．5　 92．5　 2．0　 0 ．0　 0 ．0 17 0．9　　　 2．8　 17 6．7　　 1．2

1．0 g 以 上 12．5　 80．5　 5．0　 2．0　 0 ．0 16 9．9　　　 3．0　 17 0．7　　 1．4

温 床

0．3 ～ 0．4 g 0 ．0　 96．0　 4．0　 0 ．0　 0 ．0 16 3．8　　　 2．6　 15 3．7　　 1．2

号
0．5 ～ 0．9 g 0 ．0　 93．5　 6．5　 0 ．0　 0 ．0 16 4．7　　　 2．8　 16 9．2　　 1．4

1．0 g 以 上 2．0　 8 7．0 1 1．0　 0 ．0　 0 ．0 16 7．6　　　 3．1 17 2．5　　 1．5

F l

銀

河

冷 床

0．3 ～ 0 ．4 g 0．0　 63．5　 24．5　 9 ．5　 2．5 17 7．1　　 3．5　 22 8．4　　 1．1

0．5 ～ 0．9 g 0 ．0　 49．5　 45．0　 2．0　 3．5 18 4．1　　 4．4　 26 4．6　　　 0 ．8

1．0 g 以 上 0 ．0　 3 1．0　 52．5 13．5　 3．0 18 8．2　　　 4．1　 25 4．8　　　 0 ．9

溢且床

0．3 － 0．4 g 0 ．0　 48．5　 39．5 12．0　 0 ．0 18 0．1　　 4．7　 26 4．5　　 1．0

号
0．5 ～ 0．9 g 0．0　 6 1．5　 35．5　 0 ．0　 3．0 18 0．1　　 3．8　 24 0．4　　 1．2

1．0 g 以 上 0 ．0　 66．5　 27．0　 6．5　 0 ．0 19 1．9　　　 4．5　 27 7．3　　 1．0

片の重さ，育苗条件による影響は判然としなかった。

1990年ニ2品種とも，8月の採花割合が高かった。

「F．銀河1号」はりん片の重さによる影響は判然としな

かったが．冷床が電熱温床より採花時期が早い傾向であっ

た。

「F】銀河2号」は育苗条件によって，りん片の重さに

よる影響が異なり，冷床ではりん片の重さが軽いほど8月

の採花割合が高く，温床ではりん片のみ重さが重いほど8

月の採花割合が高い傾向であった。

（2）切花品質

切花長については－　2品種とも各りん片の重さ及び各育

苗条件で130cm以上となり良好であった。

蕾数についても2品種とも各りん片の重さ及び各育苗条

件とも2輪以上で良好であった。

（3）株当り切花数

「F．銀河1号」は，りん片の重さが重いほど多い傾向

であり，「Fl銀河2号」は，りん片の重さによる影響は明

瞭でなかった。

育苗条件による影響は2品種とも明らかでなかった。

4　ま　と　め

シンテッポウユリのりん片を利用した夏秋出し栽培（ビ

ニールハウス）において，リン片の重さ及び育苗条件を検

討した。

りん片の重さは2品種とも，0．3g以上あれば十分切花栽

培に利用できると考えられる。

育苗方法としては，12月上旬のりん片ざしでは，育苗箱

にりん片を2分の1～3分の1の深さにさし芽し．温床に

置いて，最低気温約10℃を確保するために保温マットトン

ネルを行う。発根の早いリン片は，約40日で発根するが，

根の長さが約2～3cmになったらポリポットに鉢上げ

（1月中旬）し，活着するまでは温床内で管理を行う。括

着後（2月上旬～中旬）は冷床で定植期（3月下旬～4月

上旬）まで育苗する方法が有利であると考えられた。
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